
結晶化および結晶多形コントロールに
利用できる超分子ゲル化剤

・H1655は、溶媒に対して1wt%でゲル化
・アセトニトリル、メタノール、エタノール、
 アセトンに適用可能

・M3072は、堅固・安定・透明なゲルを
 形成可能 
・アセトニトリル、メタノール、アセトン、
 酢酸エチルに適用可能
・溶媒に対して<1wt%でゲル化

M3072
0.01 g

Solvent
1 mL 1% w/v

Gel
rt, 24 h

Δゲル調製

バイアルにM3072 (0.01 g)と1 mLの溶媒 (1% w/v)を添加し蓋をする。M3072が完全に溶
解するまで加熱し、室温まで放冷する。24時間の後、バイアルを転倒させ溶媒が流れなければ
ゲル化したとみなせる。

(a) M3072によって形成したゲル： (左から右へ ) 
 ジクロロメタン、クロロベンゼン、 
 1,2-ジクロロベンゼン、ベンゼン、トルエン、
 アセトニトリル、メタノール、エタノール、
 1-プロパノール、1-ブタノール、
 ニトロベンゼン、酢酸エチル 
(b) SEM像 : 1% w/vのM3072により形成した
 トルエンゲル

(a)

特長

利用例
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1,1'-(Hexane-1,6-diyl)bis[3-(2-nitrophenyl)urea]
1g 11,600円 / 5g 46,400円
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1,1'-[Methylenebis(2,6-diethyl-4,1-phenylene)]-
bis[3-(2-nitrophenyl)urea

1g 12,300円 / 5g 48,700円
[M3072]
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本誌掲載の化学品は試験・研究用にのみ使用するものです。化学知識のある専門家以外
の方のご使用はお避けください。品目や製品情報等、掲載内容の変更を予告なく行う場合
があります。内容の一部または全部の無断転載・複製はご遠慮ください。
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結晶多形コントロール トルエン1 mLをゲル化剤 (10 mg)と
モデル化合物 (100 mg)に添加し蓋を
して140℃まで加熱する。固体が溶解
したらすぐに120℃のオーブンに入れる。
50℃まで23時間掛けて冷却した後、室
温で10時間静置する。数時間から数週
間で結晶が析出する。

(c) 左図：一般的なゲル化剤によるトルエンゲル
 中で成長したY型結晶 (左バイアル )と、  
 M3072によるトルエンゲル中で成長し  
 たR型結晶 (右バイアル )
     右図：ゲル中で成長したY型結晶 (上 )および
 R型結晶 (下 )
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